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１．背景

我が国では近年、地球温暖化問題

への関心の高まりから電気自動車

（EV: Electric Vehicle）・プラグ

インハイブリッド車（PHV: Plug-in

Hybrid Vehicle）の導入が期待され

ている。しかしEVの場合、現状では

連続走行可能距離はガソリン車と比

較して短いことから、走行中にバッ

テリ残量がなくなり充電を行う機会が増えること

が予想される。ところが、バッテリに充電するた

めの充電施設がどこにあるのか分からないといっ

た問題があり、ドライバが安心してEV･PHVを利用

できるような状況とは言えない。

国総研では、この課題を解決する手段として、

充電施設に関する統一的な形式による情報集約・

提供の仕組みについて検討を行っている。情報項

目などの標準化により、充電施設位置やバッテリ

残量を考慮したルート案内などのサービスが全国

的に一様に実現可能となり、ドライバが安心して

EV･PHVを利用することができるようになる（図１）。

これまでの検討で、充電施設情報を集約・提供す

る際に必要となる情報項目などを標準化した「EV･

PHV充電施設情報流通仕様（案）」を策定したので、

その概要について紹介する。

２．充電施設情報の流通仕様

充電施設に関する地理空間情報としては、位置

情報と、満空情報などの位置に関連する情報とが

図１ 充電施設情報集約･提供サービスのイメージ

あるが、位置情報は情報提供サービスの基本とな

る項目であることから、今回は、「位置情報を中

心とした基本的なサービス」を提供するために最

低限必要な情報項目を定めた（表１）。

表１ 主な情報項目

充電施設 名称、緯度・経度、住所、充電器個数など

充電器 出入口、利用可能時間、充電器タイプなど

作成にあたっては、民間企業7グループ（9社）

との共同研究で検討を行ったうえ、自動車メーカ

ー、カーナビ・地図会社、電機メーカー、大学、

自治体など幅広い関係者との検討会（60者が参加）

を開催し、多様な関係者の意見を反映させた。

３．今後の予定

今後は、本仕様に基づいた全国の充電施設情報

を集約・提供する仕組みを実験的に構築し、本仕

様の有効性の確認を行う予定である。
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１．概要

国土技術政策総合研究所では、ITSスポット等を

活用した情報提供による車線利用率適正化サービ

スの研究開発を行っている。また、車間距離制御

を行うACC（Adaptive Cruise Control）などの自

動車に搭載されたシステムと路側からの情報提供

サービスとの連携を視野に入れ、サグ部（勾配が

下り坂から上り坂に緩やかに変化する場所）にお

ける渋滞を緩和するサービスの研究開発を進めて

いる。2010年度は、これらサービスの導入に伴う

交通流への影響をコンピュータ上で再現可能なミ

クロ交通シミュレータを構築し、車線利用率適正

化サービスやACC車両の混入状況に応じた渋滞緩

和効果について試算することとした。

２．車線利用率適正化サービス

車線利用率適正化サービスとは、渋滞発生前の

重交通状況下に生じる追越車線への車線利用の偏

り等を是正するため、ドライバへ３段階で情報提

供を行うサービスである。最初にサグ手前付近で

「車線変更依頼メッセージ」により追越車線から

走行車線への車線変更を促し、次にサグ底部付近

で「車線維持依頼メッセージ」により走行車線の

維持を促し、最後に「サービス終了メッセージ」

によりサービス区間の終了を知らせるものである。

３．車両制御技術との連携によるサグ部での渋滞

緩和への期待

近年の車両制御技術の著しい進歩により、ACC

等の多くの車両制御技術が実用化されている。ACC

は速度や車間時間を一定に保つ機能を持つため、

これを活用することで、サグ部の渋滞発生要因の

一つである無意識な速度低下を抑制することがで

き、渋滞緩和の効果が期待される。

４．渋滞緩和効果試算のためのミクロ交通シミュ

レータの構築

東名高速道路（下り）大和サグ部に過年度設置

した機器類から得たデータ（車線別交通量・走行

速度、車線変更挙動等）を用い、大和サグ部（下

り）における渋滞発生前後及び渋滞解消前後の交

通流を再現可能なミクロ交通シミュレータを構築

した。構築に際しては車線利用率適正化サービス

を表現可能とするため、サービス認識率（提供情

報に気づいたドライバの割合）、受容率（提供情

報に気づいたドライバのうち情報提供内容に従う

割合）の２段階のパラメータを考慮した。また、

車両の追従挙動や車線変更挙動、サグ部に特有な

車両の速度低下現象、ACC車両の挙動を表現可能と

した。

５．渋滞緩和効果に関する試算

構築したシミュレータを用いて、下記に示すサ

ービス等の渋滞緩和効果を試算する。これらの試

算結果、交通円滑化対策の有効性等については

2010年度内に取りまとめる予定である。

1) 車線利用率適正化サービスの渋滞緩和効果

2) ACC車両の混入による渋滞緩和効果

3) 車線利用率適正化サービスとACC車両の混入

を考慮した渋滞緩和効果
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